
　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は工業研究所の業務に多大なるご協力を賜

りまして、誠にありがとうございました。本年も

変わらぬご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し

上げます。

　好調であった一昨年の秋の中間決算とは対照的

に、昨年は大幅な減益を発表する企業が多く見ら

れました。自動車をはじめとする輸送機械や工作

機械などの産業が盛んな当地域は、世界的な不況

の影響を強く受けています。このような経済動向

のもとで、日々の経営に尽力される中小企業の皆

様のご努力に敬意を表するものです。この一助と

すべく、政府が緊急経済対策として行った緊急融

資枠の拡大と指定業種の拡大等を受け、名古屋市

も同様の対策を執っているところです。

　技術面の景気対策として、短期で即効性のある

ものを見出すのは容易ではありません。製造業に

おいては、日々の生産活動の中でいかに効率的な

ものづくりを実践していくかが、企業経営として

重要だと思います。一方、中長期的な対策として

は、新技術のイノベーションや新製品の開発など

が考えられますが、これもまた一朝一夕にできる

ものではありません。苦境のときこそ原点に返れ

と先人たちは教えています。自社の強みや競争力

はどこにあり、他社との差別化ができるところは

どこなのかを根本から考え直さなければなりませ

ん。

　今回の不況は過去の循環型の不況とは本質的に

違うように感じています。景気後退があまりにも

速く、従来の予測を超えるものです。技術のパラ

ダイムシフトが起きようとする転換期ではないで

しょうか。今回の原油高騰は投機資金によるもの

と言われていますが、遠くない将来に訪れるであ

ろう資源の枯渇がその本質にあるとすれば、その

意味合いも大きく異なります。この景気後退を契

機として脱石油化の傾向が顕著になり、代替技術

の開発競争などがさらに激化することが予想され

ます。変化の激しいときこそチャンスも存在する

とは思われますが、これをものにするためには多

大なる努力が必要です。

　当所としても、世の中の変化に対応できるよう

に日々精進して行かなければ中小企業の皆様から

の信頼を得ることが出来ません。そこで、効率的

な運営のもとに質の改善を進めていく必要がある

と考え、その旨を第２期中期目標計画（平成２０年度

～平成２２年度）に盛り込んでいます。また、市の産

業振興事業との連携も進め、各種事業により開発

した成果を中小企業の皆様にご提供できるよう努

めてまいります。本年も皆様のご利用をお願い申

し上げます。
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　これまで、亜鉛めっきを施した金属部品等の腐

食防止法として、六価クロムを用いたクロメート

処理が広く用いられてきました。しかし、２００７年か

ら欧州において六価クロムの環境規制が行われた

ことにより、六価クロムを用いない新しい防錆技

術の必要性が高まっています。現在は、三価クロ

ムによる処理法が用いられていますが、毒性の面

から、クロムを用いずに高い耐食性が得られるノ

ンクロム処理剤の開発が望まれています。

　当所では、クロメート代替技術の開発を目的と

して、化学溶液法を利用した、毒性の低いシリカに

よる有機－無機複合皮膜の作製に関する研究を

行っています。その中で今回は、種々のシラン

カップリング剤を用いた、耐食性有機－無機複合

皮膜作製のための水系コーティング溶液の開発研

究についてご紹介します。

　シランカップリング剤を図１に示します。この

化合物群は、一つの分子中に、アルコキシル基や塩

素基のように、加水分解可能な官能基を持つ無機

官能基であるシリル基（Ｓｉ（Ｘ）３）と、アミノ基、エ

ポキシ基などの反応性の高い有機官能基（Ｙ）を併

せ持った構造をしています。この構造に起因して、

無機材料と有機材料を化学結合により複合化する

ことができるという特徴があり、様々な材料分野

において用いられています。

図１　シランカップリング剤 

　一方、化学溶液法は、主にテトラエトキシシラン

（Ｓｉ（０Ｅｔ）４）のような金属アルコキシドを原料とし

て用い、まず、これを加水分解して均一な前駆体溶

液を調製します。続いてこれを利用して基板表面

へのコーティングを行い、乾燥および加熱処理を

することにより、基板表面に容易に薄膜を作製す

ることができます。

　本研究では、シランカップリング剤に対して化

学溶液法を適用し、水溶媒中にシランカップリン

グ剤と酸を加えて均一な前駆体溶液を調製しまし

た。これを用いて亜鉛めっき上へのコーティング

を行い、その後９０�で加熱処理をして皮膜を作製

しました。

　様々なシランカップリング剤による溶液を検討

しましたが、単独で用いた場合には、亜鉛めっき上

に塗付性や密着性の優れた皮膜を作製することが

できませんでした。そこで、複数のシランカップ

リング剤を組み合わせて用いることとし、その際

のシランカップリング剤の選定、配合量、配合方法

およびコーティング方法等の条件の最適化を行い

ました。この研究により得られたコーティング溶

液を用いると、シランカップリング剤を単独で用

いた場合と比較して、格段に均一かつ密着性の高

い皮膜を作製できることがわかりました。さらに、

コーティングした試料について７２時間の塩水噴霧

試験を行ったところ、目視において白錆発生率が

１０％以下であり、高い耐食性を達成できることが

判明しました。また、この溶液は、ほぼ中性であり、

少なくとも１ヶ月は安定であることを確認しまし

た。今後は、実際の自動車部品に対する検討を

行っていく予定です。

　本研究にご興味のある方はお気軽にお問い合わ

せください。

（表面技術研究室　柘植　弘安）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９１８
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　電子機器や部品などの製品を使用する際には、

電気的、熱的、機械的なストレスがかかり、特に

温度には敏感に影響され、製品が故障してしまう

場合が多くあります。この温度ストレスによる反

応速度の依存性は、アレニウス式として広く知ら

れています。

����������／���　　　�

ここで、�は寿命時間、�、�は定数、�は絶対温度

です。��は活性化エネルギーと呼ばれ、図１のよ

うに、正常状態から劣化状態に進む過程の途中に

あるエネルギー障壁のことです。アレニウス式か

らわかるように、横軸に絶対温度の逆数（１／�）、

縦軸に寿命時間の対数（Ｉｎ�）をプロット（アレニ

ウスプロットという）すると、その傾きが��とな

ります。��の値は、例えばＡｌのエレクトロマイグ

レーションによる断線の場合で約０．６ｅＶです。こ

の��が大きい程、寿命に対する温度依存性は大き

くなります。

図１　活性化エネルギー

　試験期間を短縮する目的でより厳しい条件で行

う加速寿命試験において、アレニウスモデルが適

用できる場合には、ある温度２点間（温度�１にお

ける寿命時間�１、温度�２における寿命時間�２　）の

加速係数�は、式�を利用して、

　　�２　　　　　　　　  ������１　  １�＝�　�＝�ｅｘｐ���　　　�－�　�　　　�
　　�１　�　　　����　���２�　���１

で求められます。８５� ８５％ＲＨでの高温高湿バイ

アス（ＴＨＢ：Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ Ｈｕｍｉｄｉｔｙ Ｂｉａｓ）試験

を高度加速寿命試験（ＨＡＳＴ：Ｈｉｇｈｌｙ Ａｃｃｅｌｅｒａｔｅｄ 

ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ ａｎｄ ｈｕｍｉｄｉｔｙ Ｓｔｒｅｓｓ Ｔｅｓｔ）に置き

換えることにより加速できる程度を、式�を用い

て計算した結果を表１に示します。相対湿度は一

定値として、温度のみが反応速度に関与すると仮

定しました。
　

表１　ＴＨＢ試験に対するＨＡＳＴの加速係数

　次に、ＨＡＳＴの試験結果から市場における製品

の信頼度を予測する例を説明します。ここでは、

１３０� ８５％ＲＨのＨＡＳＴ結果から、悪環境と考えら

れる３５� ８５％ＲＨで製品を使用した場合にどのく

らいの寿命に相当するかを算出します。式�にお

いて、Ｅａを０．６ｅＶとして加速係数を求めると、約

２０６倍となります。したがって、上記の条件でＨＡＳＴ

を９６時間実施して正常であれば、市場での推定寿

命は８２５日（２．３年）相当となります。

　実際の故障現象は、幾つかの変化の過程が並行

して進行するために複雑ですが、比較的単純な機

構で故障する場合にはこのような予測が可能です。

また、このような温湿度に関する実際の加速試験

も当所で実施できますので、どうぞお気軽にご利

用ください。
　

参考文献：半導体デバイスの信頼性技術

　　　　　安食恒雄 監修　松下電子工業㈱ 編

　　　　　日科技連出版社

（電子機器応用研究室　林　幸裕）

ＴＥＬ（０５２）６５４－９９３４

技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術解解解解解解解解解解解解解解解説説説説説説説説説説説説説説説

温度ストレスによる加速寿命試験

１．００．８０．６��（ｅＶ）

８．３０５．４４３．５６１１０�

ＨＡＳＴ
１７．９１０．１５．６５１２０℃

３７．３１８．１８．７８１３０℃

７５．０３１．６１３．３１４０℃

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�



�

「平成２０年度 技術融合化シンポジウム」の開催について

おおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせ

月刊 名工研・技術情報 １月号
平成２１年１月１日　発 行
№６９２ 発行部数　１，５００部
無　　料　特定配布
編集担当　名古屋市工業研究所

技　術　支　援　室

発　行 名 古 屋 市 工 業 研 究 所
名古屋市熱田区六番三丁目
　　　　　　　　４番４１号

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／

「この月刊名工研・技術情報は再生紙（古紙パルプ配合率１００％、白色度８０％）を使用しています。」

ＩＳＯ１４００１ Ｅ ０１－２４７

ＴＥＬ
ＦＡＸ

（０５２）６６１－３１６１
（０５２）６５４－６７８８

　「モノづくりを支える基盤技術」をテーマに、技

術融合化シンポジウムを開催します。当所で推進

している研究の成果発表と、重点的に取り組むコ

ア技術のポスターセッションを行うと共に、当該

分野でご活躍中の外部講師によるご講演を頂きま

す。併せて、当地域発の優れた新技術・新製品を表

彰する工業技術グランプリを開催します。

　

１　開催日時

　平成２１年２月１９日�、２０日�

　

２　会場

　名古屋市工業研究所　ホール、展示場

　

３　講演内容

　２月１９日　９：３０～（担当：電子情報部）

・「鉛フリーはんだの接合信頼性に関する研究　

　～実装外観品質基準の適切性評価～」

 電子機器応用研究室　主任研究員　林　幸裕

・「鉛フリー実装に伴うウィスカの発生」

　情報・デバイス研究室　主任研究員　山田　範明

・「すずウィスカの成長と金属間化合物成長の関

連性について」（依頼講演）

　石原薬品株式会社　第二研究部　

 主席研究員　辻　清貴　氏

　

　２月１９日　１３：３０～（担当：材料化学部）

・「ポリ乳酸のリアクティブブレンドと

 その成形例」

 プラスチック材料研究室　研究員　飯田　浩史

・「ポリ乳酸の高性能化

　～自動車部品材料として使用するために～」

 （依頼講演）

　株式会社豊田中央研究所　環境材料研究部

 有機材料研究室　主任研究員　加藤　誠　氏

・「高機能バイオプラスチックの開発と電子機器

への応用」（依頼講演）

　日本電気株式会社　ナノエレクトロニクス研究所

 主席研究員　位地　正年　氏

　

　２月２０日　９：３０～（担当：機械金属部）

・「粉末冶金法による金属間化合物の組織制御」

 金属技術研究室　研究員　橋井　光弥

・「マシナブルセラミックス『ｈ－ＢＮ・長石／複合

焼結体』の創製」

 金属技術研究室　研究員　山田　博行

・「新しい粉末冶金技術とその応用」（依頼講演）

名古屋大学　エコトピア科学研究所

　　　融合プロジェクト研究部門

 准教授　伊藤　孝至　氏

　

　２月２０日　１３：３０～

・「工業技術グランプリ表彰式」

・「工業技術グランプリ優秀技術開発事例発表会」

・「おいしさの科学とブランド戦略

　～ポッカ製品の味作りについて～」（依頼講演）

　株式会社ポッカコーポレーション

 味の科学研究所　所長　加藤　幸久　氏

　

４　ポスターセッション、見学会

　当所コア技術に関する研究成果のポスターを展

示します。また、各担当部の設備見学会を行います。

　

５　参加費、申込締切

　無料、平成２１年２月１３日�

６　問合せ先

�名古屋市工業技術振興協会　技術部

Ｔｅｌ：（０５２）６５４－１６８３　Ｆａｘ：（０５２）６６１－０１５８

Ｅ－ｍａｉｌ：ｇｉｊｕｔｕ＠ｍｅｉｋｏｓｉｎ．ｃｏｍ

　

注）上記内容は一部、予定事項を含みます。詳細は

ホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ／）

および案内パンフレットにてお知らせします。


